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15 鶴岡市消防団団長 　　伊　藤　俊　昭

16 学識経験者 　　竹　田　理　英

17 学識経験者 　　丸　山　絢　子

18 学識経験者 　　菅　　　 隆

19 学識経験者 　　奥　山　春　名

20 学識経験者 　　菅　原　　衛
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 氏   名 備考 

企画部地域振興課長 阿 部 真 一 産業経済分科会 

企画部地域振興課主査 三 浦 裕 美 地域コミュニティ分科会 
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企画部地域振興課主事 富 樫  智 彦 地域コミュニティ分科会 



1 

人口を増やすには出生数を増やす、若い世代を増やす 

転入者を増やし、転出者へ減らす 

来訪者を増やす 

人口を減らさないためには死亡数を減らす、
元気で活躍する高齢者を増やす 

育児・子育ての支援 

未婚化・晩婚化の対策 

仕事と子育ての両立への支援 

医療の充実 

社会福祉の充実 

保健・健康の充実 

教育の充実 

雇用の確保・起業支援 

産業の振興と産業との連携 

ＵＩＪターンの促進 
交流人口の拡大 

住環境の整備 

住みやすい魅力的な地域 

住んでよかった魅力的な地域 

住んでみたい魅力的な地域 

行ってみたい魅力的な地域 

魅力の情報発信、ＰＲ 

＜提言に向けた全体図＞ 

生きがい 

地域の活力を維持し、持続可能な地域・鶴岡としていくために 

 

 全国的に人口減少が進む中で、鶴岡においては、毎年１０００人程度の人口が減少

している。平成２５年３月の国立社会保障・人口問題研究所の試算によると、２０４

０年には９４０００人台まで減少すると推計されている。また、直近の総務省が発表

した６５歳以上の高齢者人口推計は３１８６万人で過去最多になり、総人口に占める

割合の２５．０％で４人に１人が高齢者となった。 

このように人口減少の進行と少子高齢化の進行は、地域の担い手不足や地域のコミ

ュニティ機能の停滞、労働力の減少によって地域経済の活力が低下するなど、地域社

会に及ぼす影響は大きい。 

 

鶴岡地域審議会では、「地域コミュニティ」と「産業経済」の２つ分野から、現状

や課題を出し合っていく中で、やはり人口減少はコミュニティの問題にも、地域の産

業経済の問題にも関わってくることから、「人口を減らさない。そして増やしていく」

ことを、テーマに捉え人口減少に対応した取組みを考えることとし、地域コミュニテ

ィ分科会では、現在住んでいる者にとって「住みやすい」視点から、産業経済分科会

では、これから住む人にとって「住んでみたい」視点から、そしてどちらにも「住み

続けたい」視点も加えて、それぞれの分野から協議を進めてきた。 

 

提言（案）の方針は、次の全体図に示した内容で、「魅力的な地域」キーワードに、

地域の活力を維持し、持続可能な地域とするため、「人口をこれ以上減らさない」施

策に取り組んでいくように、提言としてまとめていく 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鶴岡地域審議会のこれまでの協議からと提言（案）の方針について 

資料１ 
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鶴岡が住みよい 鶴岡に住み続けたいとさせる魅力ある地域づくり 

 

若い世代や子育て世代にとって、魅力ある鶴岡 

・未婚化、晩婚化の対策 

・育児、子育ての支援 

・小学校、中学校の教育内容の充実 

・仕事と子育てが両立できる支援  

高齢者が健康で元気で安心に暮らせる魅力ある鶴岡 

・保健、医療の充実 

・社会福祉の充実 

・生きがい、生涯学習等の充実  

町内会、自治会等が良く機能している地域コミュニティがある鶴岡 

・住民のニーズに的確に対応できる体制づくり 

 ・地域づくりへの若者の参画と担い手確保 

 

子どもから大人まで誰にとっても安全・安心・快適な暮らしができ

る鶴岡 

 ・災害に強い体制、防災 

  

 

 
 

情報発信、鶴岡の魅力を発信 空き家の利活用 人材育成 

 

地域コミュニティ分科会・産業経済分科会 

 

地域コミュニティ分科会 

 

鶴岡に住みたい 鶴岡に行ってみたい 定住・交流人口対策 

 

雇用の確保・雇用の創出 

・新しい産業、若者に魅力のある産業の創出 

 ・起業支援 

・若者、高齢者、女性の雇用機会の確保 

産業振興 

・農林水産業の振興と連携 

教育環境の充実  

 ・ 

住宅環境の整備 

・住宅の取得、空き家の利活用 

ＵＩＪターンの促進 

・魅力の情報発信、ＰＲ、宣伝、シティーセールス 

交流人口の拡大  

・着地型観光や体験観光などによる魅力発信 

 

 

産業経済分科会 

転出者を減らす 

人口減少を抑える魅力あるまちづくり・地域づくり 人口が増加する魅力あるまちづくり・地域づくり 



鶴岡地域審議会 地域コミュニティ分科会 
 

これまでの協議の視点と、提言内容に向けた具体的な解決策について 

 

 

少子化・高齢化と人口減少、核家族化、ライフスタイルの多様化などにより、社会

生活の基盤であるコミュニティの現状は昔と違ってきている。しかし、子どもから大

人まで、どの世代にとっても、安心・安全に、人とのつながりをもって、いきいきと

健やかに暮らすことが出来る地域であり続けることを目指して、コミュニティ・地域

づくりを進める必要がある。 

鶴岡が誇れる、外に対して魅力を発信できる地域となるための目玉となる取組みを、

具体的に提案しながら地域づくりを検討する。 

 

 

１．町内会や住民会等が良く機能する体制づくり 

住民同士のつながりが希薄化にある中でも、コミュニティ（単位自治組織）の大小

によっても違うため、地域の実態にあった連携の構築について考えていく。 

これまでにも、様々な取り組みがなされてはいるが、これからの地域づくりに必

要な取り組みや仕組みづくりを検討し、そして、「この地域に住んでよかった、この

地域が暮らしやすい」と言える地域社会を構築していく方策を検討していく必要があ

る。 
 

２．子育てにやさしいまち～婚活活動と若い世代の鶴岡への定着～ 

鶴岡の人口も毎年 1000 人ずつ減少していく中で、高齢化社会を支えていく子ども

達の育成や、若い世代をいかに増やしていくのかが非常に大事な問題である。 

鶴岡の自然や人が優しいという環境が素晴らしい中で、若い世代が子どもを産み育

てやすい環境、安心して子育てが出来るための、地域で出来ること、行政でなければ

出来ないことなどについて考えていく。 

子育ては保育環境の充実と、その後の小学校、中学校の教育の充実も鶴岡を選んで

もらえる魅力にもなる。また、地元に残る、または地元に戻ってくるための人づくり

として、教育の面からも考えてみる。 

 

３．高齢者にやさしい魅力ある地域づくり 
高齢化に対する対策は、各分野、各方面での対策はされているが、高齢者が元気に

安心して暮せるまちであれば、今住んでいる人にも、これから住んでみたいと考える

人にも、住んでよかった、もっと住んでいたい地域になる。人が定着するための施策

の一つにもなるのではないか。そのためには、何を前面に押し出しいくか考えていく。 

高齢者が住みなれた地域で生活するための支援、交通対策、高齢者の働く場、生き

がいづくりなどについても検討してみる。 
 

４．子どもから高齢者までが、安心に安全に暮らせる魅力ある地域づくり 
人口減少の中にあっても、この鶴岡に住みたいというまちづくりの視点は大事にし

ていかなければならない。例えば、自主防災組織、消防団はあるが、さらに災害等に

強いまちづくりや、誰でも安心に暮らせる地域づくりに必要な取組みを考えることで、

地域の力が高まるなど、いろいろな視点から考えていく。 

良い情報収集の仕方や、また情報の魅力的な発信について、具体的な事例を出し合

って検討していく。 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．町内会や住民会等が良く機能する体制づくり 
 

 

 

 

 

 

地域コミュニティ分科会のこれまでの主な意見等 

 

 

○人口減少を食い止めるための地域づくりを考えていく 

○鶴岡の魅力を全国的に知らせないと人は集まってこない。都会で快適な暮らしをしている人が、

田舎に住みたいと思えるメリットや魅力ある地域をつくることが必要 

○地域の特徴を活かした、またはこの地域だけ特別優位とかといった、特区をつくってみる 

○限られた財源、限られた人材の中で、どの課題に力を集中させるかを決めるべき 

○生活環境、買物環境を整えるため、中心市街地の道路などの整備 

○住みよい魅力あるまち鶴岡にするため、都市機能の充実強化と農山漁村地域の振興を図る必要が

ある 

○歩いて暮らせるまち、自転車で暮らせるまち、車椅子で暮らせるまちが住みやすいまちになるし、

来訪者（交流人口）も増やせる 

○人材づくりと鶴岡の魅力の発信のため、全年代層を対象にしての鶴岡アピール講座をしてみる 

○地域づくりに、地域の大学生や社会人１年生など若い世代から入ってもらったり、話してもらう 

○地域のことを皆で力を合わせて取り組むことで、次の世代につながる。つなぎ役も必要。自分た

ちだけ抱えこまない 

○一人の役員に仕事が過重にならないようにする 

○学区が違う町内会と連携した事業をすることで、新しい地域づくりができる 

○人口減少の中で、中学校区のエリアがコミュニティの新しい枠組みの可能性を持っている 
 

 

●１年間で１０００人ぐらいずつ人口が減少していく中で、いかにして減少を食い止められるか

が大きなテーマ 

●人口が減少することによって衰退するという認識がテーマにならなければ 

●働く場が確保できるか、確保するためにどうするかが、人口減少、少子化のあらゆるものの根

本的な課題 

●人口減少の原因は魅力がないからで、魅力のあるところには人が集まる 

●人口が少なくなって大変なのではなく、その中で幸せな生活ができる取組みを明らかにしてい

く方法を考える 

●現在鶴岡に住んでいる人が、この地域に住んで良かったと思えるような地域をつくることが必

要であり、鶴岡に住んで良かったことを前面に押し出す 

●鶴岡に引越してきた方からずっと鶴岡に住んでもらう、また鶴岡に住んでみたいという気持ち

を起こさせるような鶴岡市をつくっていく 

●一世帯の家族数が非常に少なくなり個別化が進んでいる 

●子どもが少ない問題と超高齢化の二つの面がある。見守り支え合う活動が住みよいまちをつく

るのではないか 

●郊外地では、市の中心部への移転による集落の空洞化、過疎化が進んでいる。 

●市街地でも空き家や空き地が多くなってきて、空洞化してきている 

 人口減少がもたらす地域やコミュニティ分野の現状や課題 

意見・提案等 

 地域コミュニティの機能を低下させないためにも、人口減少・人口流出を抑える 

住んでいる人にとって、魅力あるまち・地域であれば、鶴岡に住みたい人の魅力となる 

資料２－１ 



１．町内会や住民会等が良く機能する体制づくり 

 

現状と課題 

●町内会や自治会など地区によって名称も違うし、一括りにすることは、なかなかできない 

●世帯数が少なくなると町内会や自治会などの維持や、役員のなり手の確保が難しくなる。

役員がいつも同じ人であると、同じ行事になってしまう 

●地域の中にある各団体の組織との連携をどう図ればいいのか。価値観の多様化や帰属意識

も薄れてきており 、地域の中の団体や組織の維持も難しくなってきている 

●地区が小さいと人はいないが地域との関わりがある。学区は人は多いが地域に出てこない。

地域の中で、一人でも二人でも、人と人とを繋げていけば変わってくるのではないか 

●地域で何かをする時に、リーダーやコーディネートをする人をどう育てるか、立場をつく

ってあげるかが大事 

●隣近所の絆づくりをどうつくっていくかが、まちづくり・コミュニティの基本 

●地域をいかに良くしていくか、暮しやすい地域にしていくことがコミュにティの基本 

●地域の活性化を進めるには、どうあればよいかが課題 (※１の再掲) 

●地域づくりは、防災でも福祉でも何でもきっかけになる （※１の再掲） 

●住民同士の横の連携が大事。話し合いの場が少なくなってきている 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



具体的な解決策として 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○町内会の役員について、役割分担をして、会長や副会長だけが業務を背負わないようにし

て、一人の役員に仕事が過重にならないようにする 

○地域の中にある団体や組織が一同に集まって、今後の運営について話し合っていきなが

ら、共通理解を図っていく 

○地域に中にある諸団体や組織を一つにした新たなコミュニティを構築するのも、手立ての

一つとして検討してみる 

○地域の行事など、役員だけで実施するのではなくて、住民皆を巻き込んで、実行委員会形

式で実施してみる 

○地域の良さを確かめるために、楽しく年代を超えて協力するイベントを開催する 

○町内活動に地区担当職員制度の担当職員と連携する 

 

 

○地域づくりに、地域の大学生や社会人１年生など若い世代から入ってもらったり、語って

もらう 

○地域のことを皆で力を合わせて取り組むことで、次の世代につながる。つなぎ役も必要な

ので、自分たちだけ抱えこまない 

○一人の役員に仕事が過重にならないようにする 

○学区が違う町内会と連携した事業をすることで、新しい地域づくりができる 

○人口が減少する中で、中学校区のエリアがコミュニティの新しい枠組みとしての可能性を

持っている 

 

 

住民や団体等ができることや活動の事例 

課題解決に向けた意見・提案等 

 



２．健やかに、生き生きとした家庭や世帯を増やすために、子育てにやさしい

まち～婚活活動と若い世代の鶴岡への定着～ 
 

現状と課題 

【婚活】 

●人口減少を解消するには、子育ての支援より先に子どもを産んでもらうための施策が必要

なのでは。人口を増やすことを考えるべき 

●鶴岡市でも地域でも婚活事業をしている 

●市の婚活事業の成果が分からない。実施の方法が検証されていないのではないか 

●結婚すべき対象の年齢層が、結婚していないことが問題。その背景には、働く場や雇用が

関係している 

●人口を増やすことを考えれば婚活支援。行政や自治会には安心感がある。市が後援の形で

一緒に進めるのも一つ 

●婚活で成婚した実績を、ホームページなどで広く知らせる 

●民間レベルで小規模で頑張っているところがあるが、経費の面で厳しい場合もあるようだ 

●結婚できる環境をつくるには、若い世代が定着するための施策を出来る範囲でやるべき 

 

【子育て】 

●子どもを産むための施策、生まれた子どもを育てる施策、成長した子どもの教育への施策

となっていくのでは 

●地元に若い人を定着させるには、仕事と住居の環境整備が必要 

●女性が子どもを育てながら仕事を続けていく中で、小学校に入るまでの間のことが充実さ

れると、産み育てられる地域になっていくのではないか 

●小さい子どもを育てる自然環境は良いが、保育料に格差があったり、住んでいる地域の保

育園に入られない状況がある 

 

【教育】 

●核家族や一人親家庭など、子どもの育ち方が昔と違う中で、今まで伝承されてきたことが

続かなくなってきている 

●鶴岡の良さ、伝統、文化を子ども達の伝えていくためには、地域の大人の力が必要 

●城下町だったことからも、教育については昔から高いレベルの教育があったし、致道館教

育を大事にしている 

●昔は地域でいろいろ教えてくれることが多かったが、今はインターネットなどが普及し、

使っていくうちに様々な問題はでてくるのではないか 

●家族と一緒に暮らしたいという子育ても一つの方法。そうすることで、家を守りたいちい

う気持ちが生まれてくるのではないか 

●地域と一体になって子どもと関わるようなことがあってもいいのではないか 

●小学校が統廃合されることで、地区の運動会をどうするかということが問題になっている 

●鶴岡の子どもは、子ども達のほうからあいさつをしてくれる 

 

 

 

 

 



具体的な解決策 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○自治会主催の婚活イベントを実施している 

○一つの自治会だけてなく、複数の自治会が一緒になっての婚活イベントを実施している 

○同窓会や同級会といったものを、出会いの場として活用する 

○学校の先生の力を借りたりしながら、同窓会などを利用した婚活の実施 

○地域の中、周りで支えていくことも教育の一つ 

○廃校の校舎を利用した、若者の交流の居場所づくり 

 

 

○同窓会は鶴岡に来るきっかけになるので、婚活の場に活用できたり、いろいろなイベントが実 

施できるように行政で支援する 

○市の婚活支援ネットワークへの登録数をもっと増やすべき。登録制度があることを知っても

らう、それにはもっとＰＲが必要。 

○結婚へ向けて背中を押すために、若い既婚者と未婚者との交流と学習の機会をつくるべき 

○人口が増えている自治体の事例、子育て支援などを参考にする 

○婚活も大切であるが、行政の子育て支援、働く場所、働きやすい環境づくりが必要 

○「日本一子育てしやすいまち」を目指す 

○企業と一緒になって、女性が働きやすいまち、子育てしやすいまちにしていく 

○子どもが２人以上いる家庭に対しての子育てについては、手厚い公的援助や支援のサポート、

システムをつくる 

○自然に親しむことや産業を見たり体験させたりしながら、地元に誇りを持つ若者を育てる 

○小学校の教育、中学校の教育をもっと頑張ってもらう 

○働くということを子ども達に教える 

○鶴岡にある先端研の研究や技術を生かした、若い世代の職場をつくる 
 

住民や団体等ができることや活動の事例 

課題解決に向けた意見・提案等 

 



３．高齢者にやさしい魅力ある地域づくり 
 

現状と課題 

【生きがいをもって充実した生活ができる環境】 

●安心して子育て出来ることも大事だが、子育てもが終わったあと、ここでいかに安心して

長生きできるか大事。 

●退職したらゆっくり静かに暮らせると思っていたが、次から次へといろいろな仕事が回っ

てきて、とても余裕がないのが今の年寄りの現実。 

●働いていた時以上に老後は大事だと感じる 

●健康で暮らすこと、スポーツやレクリレーションを通じて、元気で生活できることに取り

組んでいかなければならないと思う 

●各世代間、その中には高齢者も一緒に入って連携こそが、組織の連携を図ることにつなが

る。相互が対等、平等であること大事 

●路線バスが廃止され、免許返納となれば、交通問題も関わってくる 

 

【地域の支援体制】 

●緊急の連絡先の届出を頼んでも、出してもらうことが難しくなってきている 

●隣組単位での見守り活動と支援、隣近所で支えあうことがこれからの時代必要 

●近隣の支え合い活動はどうあればいいのか、どうすればいいのかが課題 

●高齢者世帯の一軒を隣近所三軒ぐらいでカバーするような複数の体制が必要 

●一人暮らしの高齢者には、災害の場合は声かけをして一緒に逃げることを目標に、隣組単

位に福祉員を設けて、目配り気配りをしてもらっている。 

●いざ何かあった時に連絡網で人を助けることを想定した場合、一人暮らしの高齢者は高齢

者の名前があがる 

●高齢者の一人暮らしや家庭には、まだまだ手が伸びていないのが現実 

●要援護支援には、町内会長、民生児童委員、福祉協力員の三者の情報共有が大切 

●一人暮らしや二人暮らし、８０歳以上の二人暮らしの方などに、非常時にどのような形な

ら、皆を救うことが出来るのか考えている 

 

【防災】 

●地域の自主防災で、消防団、町内会や自治会、婦人防火クラブなどが一緒になって、防災

訓練を実施している。 

●防災に強いまちにしたいとなった時に、やはり人と人との関わりが大事 

●自主防災といっても、学区では自主防災組織が、郊外地では消防団活動がしっかり、して

いる 

●訓練だけでなく、どういう災害があるは学習することも防災 

●防災といっても、災害が起きる前の取組み、災害が起きてからの取組みなど、いろいろな

局面を考えると、範囲が広く膨大なテーマになってしまうのでなはいかと思う 

●水害やゲリラ豪雨の状況が、ニュースや口コミで知ることが多い(市のホームページを見

ても載っていない) 

 

 



具体的な解決策 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○高齢者が閉じこもりがちにならないように、毎月に日にちを決めて訪問する活動に取り組む 

○町内会や自治会を開く時に、始まる前にストレッチをする 

 

○社協のモデル事業「おだがいさまのまちづくり」で、隣組単位での見守り活動と支援につい

て取り組んでいる 

○一人暮らしの高齢者家庭、高齢者ではないが一人暮らしの家庭、体調不良者の見守りと目配

りを目的とした福祉員制度を実施している。 

○福祉協力員を実施している 

○回覧版を回す時に必ず声かけをしている 

○行政と民間団体と福祉団体が一緒になってケアネットワーク推進会議という組織の仕組みづ

くりができた 

○見守り支援の情報交換会 

○社会福祉協議会や学区社協は、見守り支え合い活動として、福祉協力員制度を取り入れてい

る。 

○福祉防災マップの作成と活用 

○福祉防災マップ作成には、市のボランティアセンターからの指導が受けられる 

○見守り安心カードを作成し、情報の共有化を図っている 

○見守り支援の情報を交換する場を設けている 

○防災福祉世帯票の作成と高齢者への配布、各家庭の構成が変わるので防災福祉世帯票は５年

ごとに更新している 

 

 

 

 

○高齢者が元気で活動できるように、コミセンなどを利用しながら、転倒防止などの運動など

広げていく 

○スポーツや軽スポーツ、歩くことなど取り入れる（それには町内会や住民会が大きな役割を

持つ） 

○健康寿命日本一を目指す 

○高齢者が、地域社会のために活躍できる場や地域で上手に活用する(生きがいづくり) 
 

○緊急や水害などの災害の時に、各家庭に連絡できる方法や手段を考える仕組み 

住民や団体等ができることや活動の事例 

課題解決に向けた意見・提案等 

 



４．子どもから高齢者までが、安心に安全に暮らせる魅力ある地域づくり 
 

現状と課題 

【防災】 （３．高齢者にやさしい魅力ある地域づくりの再掲） 

●地域の自主防災で、消防団、町内会や自治会、婦人防火クラブなどが一緒になって、防災

訓練を実施している。 

●防災に強いまちにしたいとなった時に、やはり人と人との関わりが大事 

●自主防災といっても、学区では自主防災組織が、郊外地では消防団活動がしっかり、して

いる 

●訓練だけでなく、どういう災害があるは学習することも防災 

●防災といっても、災害が起きる前の取組み、災害が起きてからの取組みなど、いろいろな

局面を考えると、範囲が広く膨大なテーマになってしまうのでなはいかと思う 

●水害やゲリラ豪雨の状況が、ニュースや口コミで知ることが多い(市のホームページを見

ても載っていない) 

 

具体的な解決策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

【安心・安全なまちづくり】具体的な解決策 

○住みよい魅力あるまち鶴岡にするため、都市機能の充実強化と農山漁村地域の振興を図

る必要がある（再掲） 

○生活環境、買物環境を整えるため、中心市街地の道路などの整備（再掲） 

○歩いて暮らせるまち、自転車で暮らせるまち、車椅子で暮らせるまちが住みやすいまち

になるし、来訪者（交流人口）も増やせる（再掲） 

 

 

 

 

 

○何かあったらすぐ駆けつける防災連絡員をおいている 

○自治会で実施している火の用心活動 

○福祉防災マップの作成 

○防災福祉世帯票の作成と高齢者への配布、各家庭の構成が変わるので防災福祉世帯票は５年

ごとに更新している 

 

 

○緊急や水害などの災害の時に、各家庭に連絡できる方法や手段を考える仕組み 
 

住民や団体等ができることや活動の事例 

課題解決に向けた意見・提案等 

 



５．まちづくり、地域づくりに関して 
 

現状と課題 

【空き家について】 

●郊外地では、市の中心部への移転による集落の空洞化、過疎化が進み それに伴い空き

地、空き家の問題がある（※１の再掲） 

●市街地でも空き家や空き地が多くなってきて、空洞化してきている（※１の再掲） 

●空き家といっても個人の資産なので、危険や状態や蜂の巣があっても勝手に入ることが

できない 

●空き地をそのままにしても、現状はなかなか売れない 

  

具体的な解決策 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

現状と課題 

【情報について】 

●緊急の連絡先の届出を頼んでも難しくなっている 

●月１回の市広報をカバーできる手立て 

●鶴岡市はＰＲ、情報の進め方がもても遅い。情報の発信力がない 
  

具体的な解決策 
 

 

 

 

 

 

 

○ＮＰＯ法人「つるおかランドバンク」で空き家・空き地の有効活用を図っている 
 

 

○空き地を畑として利用する。地元の人に貸す 

○優良空き家について、市(自治体)には安心感があるので、積極的にＰＲや宣伝をする 

○廃校になった校舎を、宿泊施設としての利用すれば、外からの人を呼べる 

○空き家を格安で借りられるようにする。食も提供できればなおよいと考える 

 

住民や団体等ができることや活動の事例 

課題解決に向けた意見・提案等 

 

 

○地域情報、組織情報の共有化 

○市や各課のＨＰを写真やイラストで見やすい仕様に 

○インターネットの時代、子ども達はラインやフェイスブック使っている。これから先は、

そういうツールも大切だと思う。情報発信を強くしていかなければならない 

○山形県のＨＰにはツイッターとフェイスブックがある。酒田市のＨＰにはフェイスブック

がある。鶴岡市のＨＰにも載せたらどうか 

 

 

課題解決に向けた意見・提案等 

 



鶴岡地域審議会 産業経済分科会 

 

これまでの協議の視点と、提言内容に向けた具体的な解決策について 

 

 

人口減少は、特に生産年齢人口（１５歳～６４歳）の減少は、地域経済を始めあら

ゆることに影響を及ぼしている。人口減少が進行する中、地域の活力を低下させない

ためには、定住、移住促進の施策の推進が、これからの地域社会の構築に必要不可欠

であり、これ以上人口減らさない、そして鶴岡の人口を増やしていくために、各分野

や各産業方面からの多角的な視点での方策を考える必要がある。 

 

１．定住に向けた 雇用の場の確保、産業の創出、起業支援、地場産業の後継者育成 

農業・林業・漁業の第一次産業では後継者不足、高齢化という状況の中で、各産業

が連携した取組みはあまりされていない。 

定住人口を増やしていくには、雇用の場を確保し安定させていくかが必要である。

第一次産業が商業、工業、観光などと連携しながら、各産業が一体となった取組み 

や受け入れる体制を検討していく。 

雇用の場を確保することはもちろん、新たな産業や雇用を創出するために、既存の

産業を活用、各産業と「食」との活用など、各産業分野の中で体系付けていく 

 

２．定住に向けた 若者の定住やＩターン、Ｕターン 

定住促進のためのＩターンやＵターンにつながる仕組みづくりの検討や、住む場所

の確保として空き家の利活用について考えてみる。 

 

３．定住に向けた 情報発信、ＰＲ、宣伝 

地域を誇りに思う意識、この鶴岡の良さ、住みやすさ、子育てがしやすい環境にあ

ることなど、魅力や強みを再確認にして特色を伸ばしていく。また、前面に押し出す

ことで定住人口の拡大につながる。 

情報発信をする方法やアピールの仕方などの仕組みづくりを検討する 

 

４．定住に向けた 交流人口の拡大 

この鶴岡にいかに人を呼び込むかは、まず交流人口の拡大を図っていかなければな

らない。 

体験をして終わりではなく、体験を通した交流が次の交流などにつなげていく。 

体験型観光、体験学習、体験就業など、鶴岡に住んでいない人への体験に関する仕

組み、ネットワーク、各産業との連携や役割分担の構築を検討していく。 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 地域の経済や産業の活力を低下させないために、人口流出を抑えるととも

に、人口を増やすため、外から「人」を呼び込むことが必要。 

  

  

 

移住者・定住者の拡大に向けて 

 

●中央に集まった人口をいかに地方に分散させるか。地方のほうが働きやすく、住みやすい地域

にしていくという目的を共有しながら、価値観を地方に分散させていく 

●生産年齢人口の２０代、３０代の人口をいかに増やすか 

●地元に対する良い感じはあまり持っていなかったと思われる人たちの、意識、価値観をいかに

変えていくかが大事になってくる 

●働く場や官庁が東京に集中していることが問題 

●人口減少に伴い、産業やコミュニティが縮小し、活力を失うことが予想される 

●中山間地域においては、耕作放棄地が増加し集積が進まない。 

●農業、漁業の担い手不足、後継者不足、生産者の高齢化 

●様々な問題の根幹にあるのは、安定した職業、安心して暮らせる社会環境の整備 

●鶴岡の自然的、文化的、歴史的な強みをどう活かしていくか 

●市全体の約７割の森林資源を、今後いかに活用していくかが課題 

 

 

○人口を増やしていくために、雇用の場がなければならないし、雇用をいかに安定させるかに取り

組まなければならない  

○地場産業を様々な業種と結びつけながら、産業を活性化させていけば、人を呼び込む可能性が出

てくる  

○産業と直結する部分で雇用、その雇用は定住化に結びつく  

○人口を増やすためには、定住してもらうこと、人口を減らさない方法が大きいテーマ 

○鶴岡地域の良さを再確認して、それを伸ばしながら定住人口を拡大していく 

○定住には、ＩターンやＵターンにつながる仕組みづくり、情報発信、住む場所の確保が必要  

○交流人口の拡大が定住につながっていくので、体験をして終わりではなく、体験を通した交流を

次の交流などにつなげていく 

人口減少がもたらす現状や産業分野への課題 

 

解決に向けた意見・提案等 

 

資料２－２ 



産業経済分科会のこれまでの主な意見等 

 

１．定住に向けた 雇用の場の確保、産業の創出、起業支援、地場産業の後継者育成 

 

現状と課題 

●定住人口の増加のためには、農業、観光、工業に企業をはり付けながら、いかに働く場を

安定的につくるかが課題。 

●地域の資源を産業として生かしていくための受け皿や、県外や内陸から農家や漁師になり

たいという人たちの受け皿が課題 

●若い人が戻るためには、魅力のある仕事や産業が鶴岡にないと戻ってこない 

●農業が地場産業だということを多くの人に認識してもらい、六次産業化などと絡め、様々

な業種と結びつけながら地場産業の活性化を図る 

●市全体の約 7割を森林が占めており、今後いかにこの資源を活用していくかが課題 

●林業は製材業、搬出業、代替エネルギー関係など地域の大きな雇用の場になりうる 

●魚だけを獲る時代から、ヒラメやアワビなどの稚魚、稚貝の放流など「つくり育てる漁業」

に変化している 

●観光は第一次産業から第三次産業に関連する裾野が広いので、様々な特色を活かしながら、

どう結び付けていくかが課題。 

●各産業や産業構造、まちの構造をもう一度深堀りして見直し、産業に活かす。 

●農業や漁業や観光など、様々な産業が一体となって進めていく 

●今まで鶴岡に関わりを持っていなかった人を、I ターンに結びつける産業の新しい創出の

仕方を、一つずつ作り上げていくことが必要 

●コーディネートをする人材を育成することに雇用創出のお金を組み入れると、地域に埋も

れている人材に光があたったり、Iターン・Uターンとして外に出た人がノウハウを持ち帰

って戻ってくるのではないか 

●雇用を安定させるための、住みやすい地域、住みたくなる地域とは何か 

●子どもと生産人口年齢の人たちをどうやって増やしていくかが、将来に向けての課題 

●母親が子どもの近くで働くけるような働き方も大事ではないか。そのへんの就職支援やど

のような仕事を増やしていくかということがある 

●雇用条件の確保と安定した職場をどう作り上げていくかがないと、若者が戻ってこなくな

るので、そのためにはどうするか手立てを考えないといけない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



具体的な解決策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○都会の人が鶴岡で農業をしたいといった場合、市と連携しながら、相談窓口を設定すること 

 が出来る 

○それぞれの企業や団体での就業支援 

 

○鶴岡の良さである食の部分や、逆に課題になっている部分を、産業に結びつけた新しい雇用 

 創出や起業という形で事業を起こすことに結びつける 

○産業と直結する部分での雇用は定住化に結びつくので、既存の産業または資源を活かしていく

ことに焦点を当て、市の施策として雇用創出を進める 

○在来作物や食に目を向けて取り組んでいることを、皆が認識として、共有し文章にして発信し

て、雇用創出の一歩につなげる 

○行政、民間、市民が一体となって進める受け入れ体制づくり 

○就業支援の整備をＰＲし、シティーセールスにつなげる 

○新規就業者をつなぎとめ育てていく、若い人が入りやすい環境にするため研修内容の充実 

○鶴岡は、就業の最初の段階で支援できるところ、商業なら商業、漁業な漁業、農業なら農業と

いう部分で、支援する体制が整っているので、他の地域よりいいということだと、Uターンだ

けでなく Iターンがくる 

○安定して働いていける、地域が支えていく、受け入れが出来ているという空気感を、きちんと

見せていければいいのではないか 

○企業支援、商売したい時は商工会議所で、農業なら農協などといった部分を、きちんとパッケ

ージとしてやっていくシステムがあるので、情報として伝える 

 

住民や団体等ができることや活動の事例 

課題解決に向けた意見・提案等 

 



２．定住に向けた 若者の定住やＩターン、Ｕターン 

 

現状や課題 

●都会での暮らしが絶対ではない時代に突入している 

●働く世代、特に２０代から３０代位の人たちをどうやって増やすのか 

●地元の人が普通だと感じることを県外の人に伝えることや、鶴岡を体験してもらう場や機

会を多くつくる 

●我々が当たり前だと思っていることが、他から来た人は全然違う視点で見ている。それは

財産であり、その財産をいかに生かしていくかが課題 

●他の地域、都心部と比較して単に良いだけではなく、強みを持っていることや違いについ

て、もっと積極的に恐れずに出していく 

●外から来た人から、この地域の良さを言ってもらう。足りない部分は指摘してもらい改善

して、受け入れる体制、受け皿を作ることが大事 

●農業や漁業や観光など、様々な産業が一体となって進めていく 

●フェイスブックは、どこにいても情報がリアルタイムで得られるので、人を呼ぶ手段とし

て上手く活用する 

●定住を考えている人たちに対して、ホームページで検索する時に、情報のキーワードが多

ければ多いほど引っかかるので、情報を入れる方法やフェイスブックの活用方法を検討す

るべき 

●若い人から農作業をしてもらうことで、庄内の味を伝えていくことが出来る 

●行政、民間、市民が一体となって進める受け入れ体制づくりをしないと 

●移住したいという時に、鶴岡には何も資料はなかったし、相談窓口もなかった 

●空き家が多くなっている 

●次男の人達が帰って来たいが、なかなか家がないという話しを聞く 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



具体的な解決策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○知り合いや身近なところで、Ｕターン希望の話しがあったら、情報提供する 

○鶴岡に来たばかりの人と知り合いになったら仲良くなる。つながっていられるように、県外 

出身者で作っているフェイスブックの仲間に入れる 

 

○鶴岡の良さである食の部分、または課題になっている部分を、産業に結びつけての新しい雇用創出

や、起業という形で事業を起こすことに結びつける。 

○産業と直結する部分での雇用は定住化に結びつくので、既存の産業または資源を活かしていく

ことに焦点を当て、市の施策として雇用創出を進める 

○在来作物や食に目を向けて取り組んでいることを、皆が認識を共有し文章にして発信すること

が、雇用創出の一歩につながる。 

○ＵＩＪターン等で移住した人からアドバイザーになってもらう 

○中山間地域で、空き家があってリホームしながら農地もつくる人がいれば貸すとなれば、来る

人がいる 

○鶴岡に若い人たちがくるだけではなく、子どもを産んで育ててることを含めて、そういった

方々を、仕事をするという部分や就労形態で、題岡のアピールの仕方を考えれば、観光を含め

て行ってみよう、住んでみようとなる。 

○移住や定住の対象者は、若者、子育て世代、リタイア世代で支援が違ってくる。若者には雇用

の場。ＵターンやＩターンの子育て世代には起業への支援。特に都心部から来るリタイア世代

には特に積雪への対応が必要 

○実際に移住した人の声を直接訴える場があれば、移住をしようかなと考えている人には最初の

きっかけになるし、インターネットが一番やりやすい 

○自分たちの生まれ育った環境しか知らないので、外にいた人の目線でこの地域はこうだという

ことを、市と各団体が一体となって取り組み、目線を向ける機会をつくる必要がある。外から

見た地域の職業を、若い人に職場説明会といった場面に結び付けていくような仕掛けが必要 

○空き家の活用として、山間部の住宅、住居だけでなく、市内の商店街の空きスペースも活用す

る部分も対象として、住居ではなくて職場の職ということでの活用ができるのではないか 

○こちらに来た人達に対しての住宅の提供として、空き家をある程度直して売ったり貸したりす

るようなところまで、民間のベースですることなのか分からないが、行政としてやっていかな

ければならないのでは 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

住民や団体等ができることや活動の事例 

課題解決に向けた意見・提案等 

 



３．定住に向けた 情報発信、ＰＲ、宣伝 

 

現状や課題 

●鶴岡をもっと広告、宣伝していく力が必要 

●自然や人とのつながりなどを発信できる場や方法がない 

●フェイスブックは、どこにいても情報がリアルタイムで得られるので、人を呼ぶ手段とし

て上手く活用する 

●外から来た人から、この地域の良さを言ってもらう。足りない部分は指摘してもらい改善

して、受け入れる体制、受け皿を作ることが大事 

●鶴岡の良さが、海や山や里は魅力的なことが知られていない。アピールが出来ていない。

地元の人が気づいていない 

●都会での暮らしが絶対ではない時代に突入している。 

●地元の人が普通だと感じることを県外の人に伝えることや、鶴岡を体験してもらう場や機

会を多くつくる 

●我々が当たり前だと思っていることが、他から来た人は全然違う視点で見ている。それは

財産であり、その財産をいかに生かしていくかが課題 

●他の地域、都心部と比較して単に良いだけではなく、強みを持っていることや違いについ

て、もっと積極的に恐れずに出していく。 

●移住している人の情報などをチラシにして発信する 

●鶴岡で、就業から、住む場所から、子育てから、こういうことが出来るというＰＲは非常

に不足している 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



具体的な解決策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○いろいろな声を集めたものを、インターネットを発表の場として、サイトは市のサーバー 

を借りて発信する。いろんな形で移住、定住をした人間の声をまとめたものを、それぞれ出

していくというのは、一人ひとりが出きる 

○誰かが一生懸命しいることを、鶴岡市役所がやるのではなく、実際に移住した人達が、移住

した目で意見を発せられる場があると、押し付けではないＰＲができる 

○移住者だけでなく、いろいろな場に集まった人たちの意見を、市のホームページを見ればと

いうことでなく、市民運動的にもっと前向きに発信していく。 

 

 

 

○定住を考えている人たちが、ホームページで検索した時に、情報のキーワードが多ければ 

多いほど引っかかるので、情報を入れる方法やフェイスブックの活用方法を検討するべき。 

○実際に移住した人の声を直接訴える場があれば、移住をしようかなと考えている人には最初

のきっかけになるし、インターネットが一番やりやすい 

○いろいろと情報があるのはやはり市役所。それを上手く活用してやるべき 

○中山間地域に住みたい人への空き家の提供と活用 

○あるものをそのまま出すのではなく、キャッチフレーズやキャラクター的なものも含めてつ

くり上げていけばブランドイメージも出来て、もっと売れるのでは。特に、都会に人に対し

て、心の隙間に入るようなブランドづくりみたいなものが必要 

○田舎暮らしの魅力、庄内の食の魅力を発信する 

 

 

 

 

 

 

住民や団体等ができることや活動の事例 

課題解決に向けた意見・提案等 

 



４．定住に向けた 交流人口の拡大 

 

現状や課題 

●地域産業を掘り起こしながら、体験観光としていかに育てていくかが大きな課題 

●都会の子ども達が農業体験することで、今度は親たちや子ども会などで再度訪れることに

つながるので、体験をつなげる方法が必要 

●様々な産業と連携しながら、すばらしい自然や食を体験してもらう。そして魅力を引き出

していく 

●鶴岡にはどんな産業でも食に関わっていて、携われたり見られたりすることは魅力に感じ

るのではないか 

●体験観光ツアーや創作的な体験メニューの充実。一つの体験だけではなく、農業も海も体

験するなどストーリーを作り一つのツアーとして大きく考える 

●体験型観光や修学旅行が後につながるための情報発信、ＰＲと受け入れ態勢の確立の両方

で進めていかなればならない 

●体験にはコーディネートする人が必要。それは、また来たいと思う要因になるが、そうす

るには演出が大事 

●若い人から農作業をしてもらうことで、庄内の味を伝えていくことが出来る 

●体験観光というので、仙台から中学校が来て、映画館で体験をしていった。農業や漁業で

なくてもできる素材が、食を含めてある 

●だだちゃ豆体験や、それからメロンの収穫体験などを観光ルートにのせて情報発信をして

いるが、受け入れ態勢をどうするかということを進めなければならない 

●美しい環境であるか。環境を整備しないと、ごみなどで汚れていれば人は来ない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



具体的な解決策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○自分たちの好きなところを案内するという「マイツアー」というような形で実施すれば、また

鶴岡に来たいという方は必ず現れる 

○友人から去年花火を見に来てもらったが、話しを聞いた別のグループが来る事になった 

 

 

○鶴岡のアピールの仕方、これが観光を含めて行ってみようという部分で増える 

○農業や漁業も含めた体験だけでなく、俳句や読書をいった文化的な要素でも、こちらに来るき

っかけになるので、コンセプトをはっきりさせる 

○地元ではなく都市の人の視点で企画する。海とは漁業であれば、船が入港して魚を水揚げする

風景から、選別、箱詰めして市場に並べて競り落とすという市場の風景を、都市部の人達との

交流の中で、魅力を発信できれる 

 

住民や団体等ができることや活動の事例 

課題解決に向けた意見・提案等 

 



＜第２回 産業経済分科会の意見より＞ 

 

▼人口減少 

○統計上で２０４０年には、１３万６千人から９万４千人台に減少する。自然減少と

社会減少とあるが、どこで止めていくかが重要。 

○１５歳から２４歳は学生が転出しているから落ち込みが大きい。２５歳以上は増え

方が少ないのは就職が関係していると思うが、人が出て行くのを出来るだけ防いで、

逆に増やしていく手立てをどうするか。今、どう増やすかということが中心になっ

ているが、いた人間がいなくなるということを防ぎながら考えていくべき。 

○２０４０年には人口が約４万人近く減る計算。合併した周辺がほぼなくなる状況。

周辺はゼロにはならないが、旧市内を中心に寄ってくると思われる。鶴岡市内の人

口はそんなに変わらないのでは。そうなった場合に商売としてどうなっていくのか。

将来の産業構造も大胆に変わると思う。 

 

▼地場産業、後継者 

○山に入ること、山に入れる環境をどう作るか。それから熊や猿などの鳥獣被害があ

るが、山に生息できる環境を整えてこなかったことが、要因の一つのだと思う。 

○山を若返らせるには間伐。今の山の木材をいかに活用するか。バイオマスの話もあ

るので、住宅だけでない活用だけでなく、そういうか活用が出来ればと思う。 

○おいしい水が飲めるのは山があるからで、このことに皆が感謝するには、もう少し

山に足を運んだり関心を持つことが大事。山からお金を得ることが出来れば、人も

山に行き、そして雇用も生まれる。全てにつながっていく。 

○地場産業の後継者の育成とあるが、農業のことだけなので、林業や漁業、伝統工芸

の話もあるので、そのような視点も加える。逆に農業に絞った後継者育成で進める

というのもあるだろうが、これからまとめていく時に分科会のメンバーの所属団体

等を考えれば、限定せずに鶴岡の地場産業は何かなど、出来る限り取り入れた表現

にしたいと思う。 

○庄内には１３０種類もの水産物がある。地元ではなく都市の人の視点で、海とは漁

業とはということで企画する。例えば、船が入港して魚を水揚げするといった風景

は馴染みがないと思うので、漁師のお母さん達が選別し、箱詰めして市場に並べて

競り落とす。競り落とした魚はスーパーにある魚と違って、目の輝きが全然違うの

で、そういう市場の風景を、都市部の人達との交流の中で、海は素晴らしいという

魅力を発信できればと思っている。 

○三瀬海岸で「夜光虫を見る会」をしていたが、それも資源だと思う。子ども達がと

ても喜んでいた。 

○水産業も農業と同じく食糧産業なので、庄内の魚をいかに食べてもらうかが一番。

他県や内陸のほうから庄内に来てもらうということが、今までも取り組んできたが、

これからも、もっと取り組まなければならないと思っている。それには、本物の魚

資料３－２ 



の美味しさを届けて、庄内に来たが美味しくなかった、冷凍のものだったというこ

とになると次に繋がらない。きちんとしたもの出すには、庄内全体で考えていかな

ければならない。 

○山形県で揚がる魚の半分が県外に流出していて、ほとんど内陸のほうでは消費され

ていないのが現実。内陸の旅館では、海のある県なのにどうして山形県の魚でない

のかと観光客に言われるということで、何とか内陸のほうに庄内の魚を届けるよう

に出来ないかという相談は受ける。 

 

▼移住・定住 

○移住や定住の対象者で、若者、子育て世代、リタイア世代とした場合で、それぞれ

に支援が違ってくる。若者は雇用の場があれば定住するし、昔から住んでいる若者

にも雇用の場があることは大切。ＵターンやＩターンの子育て世代なら、起業への

支援。リタイア世代は、都心部で会社を定年された方、５５歳ぐらいで早期退職さ

れる方も多い中で、リタイア世代が来ることも想定した支援として、特に積雪への

対応が必要。資料の問題点、課題の中に冬場の対策がなかった。自分がこちらに来

た時は暖冬で雪かきをしないですんだが、雪が降った時に足がなくて困ったことと

か、一人で来た時などは困るということを思ったので、冬場でも生活が出来るとい

う対応を現したい。 

 

▼情報発信、ＰＲ 

○実際に移住した人の声を直接訴える場があれば、移住をしようかなと考えている人

には最初のきっかけになるし、インターネットが一番やりやすい。県外から来た人、

若者で定住を選択した人、戻ってきた人など、いろいろな声を集めたものを、イン

ターネットでの発表の場として、サイトは市のサーバーを使わせてもらいながら意

見を発信する。いろんな形で移住、定住をした人間の声をまとめたものを、それぞ

れ出していくというのは、一人ひとりが出きること。鶴岡市の協力も必要というと

ころで、きっかけを知る最初の第一歩としてやってもいいのではないかと思う。 

○移住した人で、仕事で移住者や庄内での生活に視点をあてた書き物をして、サイト

に載せていたりする人がいるが、誰かが一生懸命しいることを、鶴岡市役所がやる

のではなく、実際に移住した人達が、移住した目で意見を発せられる場があると、

押し付けではないＰＲができるのではないか。 

○フェイスブックの話しがあったが、移住者だけでなく、今ここにいる人達の意見を

集約する場とか、集まった人たちの意見をもっと前向きに発信していく。市のホー

ムページを見ればということでなく、市民運動的な部分で。 

 

▼個人で出来る取り組み 

○鶴岡に来たばかりの人と知り合いになったら仲良くなる。今フェイスブックで県外

出身者のグループを作って、たまに集まって情報交換しようといったような会をし



ている。外から来た人には心強いと思ので、県外から来た人がいればフェイスブッ

クの仲間に入れる。 

○誰かを１泊でも２泊でも、自宅でも近くの旅館でもいいので、自分たちの好きなと

ころを案内するという「マイツアー」というような形で実施すれば、また鶴岡に来

たいという方は必ず現れる。そこで、良いツアーを考えて実行した方に、賞とか何

かをやれば面白いと思う。役所やどこかでするのではなく、鶴岡の人が自分達で鶴

岡に来てもらう機会をつくり、広げることも良いのではないか。実際に今年の７月

に、東京にいた時の絵画教室で教えていた生徒さん４名から、周辺の観光と絵を描

くことを設定したプログラムを自分でつくり、「パステル庄内ツアー」という名前

で鶴岡に来てもらった。すごく良い反応で、次回は自分達で車を借りていろいろ回

りたいし、来年また来ると言っていた。一番は来てもらうことが大事。 

 

▼団体や組織で出来る取り組み 

○集落に加工グループがあり、農産物関係を真空パックで、主に笹巻きとおかゆをし

ているが、産直などで売っている。真空パックの機械に制限があり何でもとはいか

ないが、年配の方の憩いの場や情報交換の場として、楽しみごとの一つとして私は

考えている。 

 

▼雇用、就業状況 

○高専であれば大学に行くという人はいるが就職組が多い。就職する人はみな鶴岡か

ら出たいと言う。それは企業が県外にあるからだと思う。地元就職については去年

の就職先を見ても少なかった。 

○就職は条件や自分の考えもあるが、地元の企業といっても、以前からある地元の企

業と、県外から移設してきた企業もあるが、そういう企業でさえも、高専の学生か

らは目を向けてもらえないという話を聞く。それから、高専だと短大の意味合いも

あり、大学に２年間進学という人達もいる。高校生も進学が多い。学校の方針なの

か、就職のことを考えてのことか分からないが、県外に目が向いている。 

○四大卒の女子学生がこちらに帰ってきての地元就職が多くなると、高校生たちの職

場少なくなる傾向になる。地元の子どもたちの就職が少なくならいように、鶴岡田

川で就職祭りとして、就職して１年から３年くらいの社員から体験発表してもらっ

ている。とてもいい影響がある。 

○自分たちの生まれ育った環境しか知らないから、外にいた人の目線でから、この地

域はこうだということを、市と各団体が一体となって取り組くんでいって、目線を

向ける機会をつくる必要がある。外から見た地域の職業を、若い人に職場説明会と

いった場面で、複合的に結び付けていくような仕掛けは必要。 

○２２年度の一人当たりの市民所得でみると、鶴岡は２３７万円弱で県と比較して９

６．５パーセン。とにかく今、年収２００万円とか３００万円と言われていて、こ

れは結婚問題にも関係してくる。雇用の流動化は別として、非正規社員という状況



がある。雇用条件の確保と安定した職場をどう作り上げていくかがないと、若者が

戻ってこないとなるので、そのためにはどうするか手立てを考えないと。 

 

▼空き家の活用 

○山間部に限定された活用が多いが、空き家の活用は、山間部の住宅、住居だけでな

く、例えば、市内の商店街の空きスペースも活用する部分も対象として、山間部で

あれば住みたい人や、住めるような場所として活用があるし、銀座通り商店街のよ

うなところは、衣食住、住居ではなくて職場のほうの職ということでの活用ができ

るのではと感じている。 

○次男の人達が帰って来たいが、なかなか家がないという話しを聞いて、次男の人達

も含めた、こちらに来た人達に対しての住宅の提供ということを、空き家をある程

度直して売ったり貸したりするようなところまで、民間のベースでやることなのか

分からないが、これから行政としてやっていかなけれらばならないと思う。 

○長男でも実家近くに家を建てるとか、別に家を構えるということもあるので、空き

家の問題も、今の次男の方達を含めた方向へのアプローチもあるかも知れない。 

○朝日のほうだが、転居した後の空き家がぽつぽつとあったのを見て、登録制度のよ

うにして遊休農地の利用と、空き家と一元管理して紹介する。 

○中山間地域から移転した人が住むというのは確率的に低いと思うが、田川や豊浦と

いったところには別の魅力がある地域だと思う。田川、豊浦、それから上郷などの

２つ３つのところを、農業でない部分で考えてもいいのでは。 

 

▼子育て、教育、学校 

○子育ても含めての地域としての良さは何か。子育てについて、ＩターンやＵターン

した方は良いって言っていたが、子育てに関してのこの地域の教育環境はどうか。 

○住んでいる地域の学校が来年から統合になる、せっかくの良い場所がなくしてしま

う。子どもが少ないと先生も少なくなるが、小人数でやれる良さ、少人数の環境の

中で出来る勉強があるので、企画して提案してやれる人がいれば、もっと良い場所

になると思う。東京辺りでは、わざわざ来て住んで、環境の良い学校に通わせたい

という方も多い。 

○一昨日、テレビで加茂小学校の遠泳のニュースが出ていた。昔から毎年やっている。

海のある小学校でしかできないこと。親子が一緒に一生懸命泳ぐ。そういった記憶

がすごく良い。これはマンモス校では出来ないこと。 

 

▼他の自治体の事例や取組みから 

○篠山市での古民家をリフォームするやり方も面白いと思う。行政も含めてこんな事

が出来るのではないかを考える。例えば、大きな道路を作るだけでなく、裏道には

何があるかを知って道路を作っていくことも考えないといけないと思う 

○千葉県流山市の取組みで、流山市はつくばエクスプレスの沿線上にあり通勤に便利。



また緑が多く環境が良いいので、保育や教育をセールスポイントにしている。小学

校で外国人を入れての授業、中学校全校にＡＬＴを配置。これからは、一人暮らし

になった高齢者が集合住宅みたいなところに入居して、空き家になったら、リフォ

ームして若い世帯に賃貸することをしていきたいなど、いろいろあった。 

○福島県磐梯町の十何人の小学校を見学したが、雪の多いところだが親に送り迎えを

絶対にさせないで、子供達だけで歩いて通学する。先生と親が協力し合って子ども

達を見守る。若者子育て住宅をつくり入居者を募集していたり、学校だけでなく、

住宅まで考えてトータルにやるような仕組みは大事なのではないか。 

 

▼鶴岡の魅力 シティーセールス 

○何を食べても美味しいと、ほとんどの人は特に都会の人は言う。食べ物だけでなく、

山、伝統的な職業。空き家のことも、どこに点在していてどういう状態なのかとか、

リフォーム可能なのかなど整理して、プロモーションを考えていく。 

○鶴岡の魅力とは何か、食のことだけでなく、何をシティーセールスするかという部

分で、それぞれの立場となると非常に難しいが、名所旧跡だけで魅力はないので、

いろいろな分野を取り入れて考えていく。 

 

▼交流人口 

○友人から去年花火を見てもらったが、話しを聞いた別のグループが来る事になった。 

○友人が所属する俳句の会が、４０人位で鶴岡に来て、バスで湯殿山、象潟の蚶満寺、

大山の下池、鶴岡公園の周辺など、あちらこちらを巡りながら、俳句を作ったり絵

を描いたりする。バスの中では一生懸命考えるからガイドはいらない。あくまでも

個人的な会だが創作をするツアーをしている。別の友人は、読書の会を鶴岡に来て

やってみたいとか、最近は旅行の形態が変わってきている。 

○湯殿山で奥の細道全国俳句大会で、選者の人について東京から何人も来る。９月に

なると羽黒山で芭蕉の関係があるが、それも東京からの選者が来るので何人もつい

てくると思う。いい交流人口になる。 

○最近は鳥海山、湯殿山、それから六十里越街道といったトレッキングが多い。 

○ただ見て回るだけではなく、自分達が創作する部分が入っている、芸術文化的な要

素を含んだツアーみたいなものは、コンセプトがはっきりしていていいと思う。 

○適合する素材をピックアップする傾向がある。 

 

 

 

 

 

 

様々なものをどうやって活かしていくのか。無いものをねだるのではなく、あるものを活かす。そ

れぞれの団体や立場でいろいろな話があった。様々な仕掛けを提案することを行う。 



＜第２回 地域コミュニティ分科会の意見より＞ 

 

▼人口減少と少子高齢化   

○根本になる鶴岡のまちづくりという大きいテーマが抜けていると思う。それぞれの、

諸団体がしていること、自分の専門の話しをしても、まとまりは非常に難しいだろ

うと思う。鶴岡は人口が減少することによって衰退するという認識が、テーマにな

らなければと思う。 

○人口減少を食い止めるには、鶴岡に住みたいと鶴岡に新たに引っ越してきたいとい

うような人、一端鶴岡の人になったら、鶴岡から移動しないで、ずっと鶴岡に生活

する。あるいは、これから鶴岡のほうに住んでみたいといく気持ちを起こさせるよ

うな、そういう鶴岡市を作っていくには、どうすればいいのかいうようなことが、

大きいテーマになるのでないか。 

○一番考えなければならないことは、５年後、１０年後、２０年後、３０年後、ある

いは５０年後に我々の子ども達が、どうなっているのかということを考えると、人

口の減少をいかに食い止めるか、できれば、人口増にどう持っていくかということ

を基本にして、そこから考えていく。 

○人口の問題を補強するために地域づくりや人口増をどうするかが課題。 

○人口減少をいかに食い止めるか、あるいは、できれば増やすためには、市は前面に

お金をかける。働く場を庄内には確保するとか、客を呼ぶとか、そういういくつか

の柱立てをして、その上に全部合わせていくというやり方がベストだと思う。 

○お互いに出来ること手伝う。人口問題でも、婚活でも、役所が、民間やＮＰＯ法人

と一緒になってやっていく。 

 

▼地域づくり（地域をつくる） 

○現在住んでいる人たちが誇りに思い「良い所ですから来て下さい」と他所にも声を

掛けるような地域をつくる。この地域に住んでいて良かったと思えるようなものを

つくるのがまず基本だと思う。 

○人口減少を食い止めるという大きいテーマの基にその地域づくりを図る。そのため

の地域づくりで、一人の役員に仕が過重にならないように分担をするとか、それか

ら地域の中には、いろいろ組織があるが、その組織の代表の人たちなどが集まって

共通理解を図っていく。 

○地域づくりは、自分たちの損得などでやっているのではないので、地域の活性化の

ためだというところで、皆から考えてもらうきっかけにしなければと思う。 

○地域おこし、地域づくりを、各地域で前向きでやっている人がいるが、一部の人が

動くのではなく、地域全体みんなで、取り組みを考えてやってみないかということ

が、これからの地域おこしなのでは。 

○地域づくりでは、山大生や公益大生などの大学生といった若い人が、地域に入り込

んでくれるといいかと思う。 

資料３－１ 



○今住んでいるまちが役員も町内会組織も静寂して、元気がなくなってきている。自

分たちのまちを今どうすれば良いかということで、良いまちをつくれば孫も育つし、

親が自分のまちはこうだと、もっと幅の広い考え方で町づくりができるのではない

か。人口は子どもから高齢者まで。支え合っていくまちにすれば、素晴らしいまち

になると思う。 

○鶴岡の子ども達はすれ違う前から、にこにことして、こんにちは、おはようござい

ますと言うが、こういう地域はめずらしいと言われる。鶴岡は、教育そのものが他

と違っているからだと思う。そういう意味でここは残るべきまちで誇るべきまちだ

と思う。 

○地域のなかにある団体の再編成をして、一つのまとまりのある団体をつくって維持

していくというのも一つの方法かと思っている。 

○学区地区の自治振興会と地区社協の連携をして、もっと統合体をつくり、傘下の諸

団体の各年代層が活躍できるようにする。 

○ＰＲをしないと他の地域の方はわからない。情報の集め方というのもある。 

○鶴岡は、どんな魅力があるのかないのかとういことを、全国的に知らせないと人は

集まって来ないと思う。 

○地域の私たちの生活がどれだけ快適に、自分の力でどれだけやれるか、自分達で何

をどうすればから始めないと。自分自身がどれだけ地域を大事に考えているかから

やっていく。 

 

▼住みやすい地域をつくる 

○自転車で暮らせる、歩いて暮らせる、車椅子で暮らせるといったまちづくりをする。、

部分的な歩道から道路に移ると何かだと、車椅子では上がれないといったことのな

いような、住みよいまちをつくる。 

○できる事とできない事があると思うので、皆が取り組もうとした時に、皆で力を合

わせてやっていく。自分達だけで抱えては進まないので、世代をきちんと繋いでい

くという事は一番大事。 

 

▼子育てしやすいまち 

○日本一子育てしやすいまちだという目標を掲げる。このためには市民だけでなく、

企業からも協力してもらわないといけない。 

○女性が働きやすい共稼ぎしやすい環境をつくる。時短やフレックスタイム制、育児

時間、病児保育といったシムテムを徹底する。２人目からサポートするには、保育

所の定員を増やすとか、２人以上いる子供の家庭への保育の受付は優先する、例え

ば、職場に近いとか、自宅に近いとかといった受付をする。それから、２人目から

保育料を無料にするといったシステムにする。学童保育も考えてみる。 

○地元に誇りもつ若者を育てる。骨子になっている致道館教育を大事にして、自然と

親しむとか産業を見せるといった体験学習をする。働くということをきちんと子ど



もに教えていないと思う。 

 

▼教育 

○若者というと教育が関わってくる。教育については、大学だけでなく小学校から将

来を満たして充実した教育を推選していただきたいという願いが鶴岡市民にはか

なりあると思う。町内会の集まりの中でも、小学校の教育、中学校の教育を、もっ

と頑張ってもらいたいという声もある。 

 

▼高齢者に優しいまち、安心して暮らせるまち 

○この前水害があったが、口コミやテレビニュースで知った。市のホームページを見

ても載っていない。市のホームページの一番最初に「市が今このような状態だと」

分かればいいと思う。災害ダイヤルでは教えてもらえるので、インターネットと電

話の両方の部分で、これから先にいかに安心して暮らせるまち、特に災害やゲリラ

豪雨が来るといった時など両方でカバーするということに行政には頑張って欲し

い。 

○高齢者が病気にならないように、介護保険をあまり使わないように、にこふるなど

様々なところで体操などやっているので、ＮＰＯ法人や地域で、コミセンなどを利

用しながら、今、転倒防止のサークル等やっているところ多いので、広げていけた

らいいのではないか。 

○福祉関係の施設をつくたり、お金かけるのもいいし悪くはないが、健康寿命日本一

を目指すというタイトルで取り組んでいく。町内会を開いたら、必ず始める前にス

トレッチするなどして、各町には体育指導員がいるので、こういう人達を使いなが

ら、とにかく体を動かすということをやっていくという特化したやり方をしなけれ

ば問題は解決していかないと思う。 

○高齢者が体が弱ってくると見守り的な制度も必要だが、高齢者を活かしていくよう

な地域づくり、そういう場をつくっていくということもこれからは考えていかなけ

ればならないのではないか。 

○市社協のモデル事業をした中で、友達、お茶飲みの人などの名前などを記入しても

らうアンケート調査を、日中一人暮しの高齢者世帯全てに実施してみて、いざとい

う時に連絡網で人を助けるというシステムを動かしてみたが、７０代で７０代超え

の人が友達で、いざという時に助けてもらうというのがあり、本当に駆けつけられ

るかと少し不安を覚えた。向こう３軒両隣の中で補助していかないと、いざという

時には助けにはならないような気がする。 

○三瀬は交通の便が悪く、高齢者の方々がなかなか買物や医者に行くという手立てが

ない方々が多いので、市の社協と話し合って、おだがいさまのまちづくりを、これ

からもずっと継続してやっていこうと話しをしている。自分達で出来る事は自分達

で、高齢者の一人暮しに対するサポートを充実させていこうと話している。 

○まだまだ高齢者の一人暮し、家庭には手が伸びていなかったことが現実的に分かっ



てきているので、具体的なものを進めていこうと思う。 

○高齢者については、この間の大雨の影響で水が浸かったとなった時も、近くの人間

がわかれば、いろいろ情報交換できるのではないかということもあるので、緊急や

災害等の連絡方法、各家庭に連絡できるような方法手段を考えた方がいいのではな

いか。 

○福祉員制度については、高齢者に優しいまちづくりという観点から進めているが、

各家庭も 5年もすれば構成も変化する。いつまでも同じ状況ではないということを

福祉員は把握しておく必要があるだろということで、今年５年目になるので２回目

になるが、災害福祉世帯表をつくっているので、書き換えをする予定で今進めてい

る。病気、急病、交通事故という、いざという場合に、一番最初に連絡してもらい

たい人の住所や電話番号を記入してもらうという形で、プライバシーもあるので、

自治会で保管して、緊急の場合はすぐに連絡するという制度で、準備をしている。 

 

▼婚活 

○今鶴岡市では地域振興課で婚活事業をしているが、支援ネットワークの応援団体や

登録団体の登録数が少ないと思う。鶴岡には、多くの業者があるので、１００社ぐ

らいの登録を目指すべき。これには、もっとＰＲしていくべき。 

○婚活をしても、結婚したり子どもが増えるとは思わないが、やらないよりはやった

ほうはいい。 

○同窓会をきっかけに、いろいろなイベントを仕掛けたり助成をしたり、行政で舵取

りをして、同窓会というのは年齢と共に経ていくが、なくなりはしないので、平等

に皆さんがこちらに来るきっかけだと思う。同窓会、同級会は大変良いツールでき

っかけだと思う。 

○一つの自治会だけで婚活をやっても限りがあるし、その地域の若い方々がなかなか

集まらないという傾向にあるようなので、自治会がまとまって婚活イベントを行う。

昔は世話焼きの爺さん婆さんがいて、それが普通だったのですが、それと同じよう

な形で自治会を捉えてもらえたら思っている。 

 

▼若い世代の鶴岡への定着 

○子どものうちから、将来は結婚するのだ、家庭をつくるのだという意識を持たせな

いとだめだと思うので、解決のためには、若い世代の人たちを、鶴岡にいかに定着

させるかということが、非常に大事だと思う。 

○鶴岡は、自動車に貼ってあるステッカーのようなものから、のぼり、手ぬぐい、鉢

巻でも、そういうもので、市民にアピールして、全国的に若い人を迎えるまちだと

いうようなことをやっていく。 

 

▼情報発信 

○鶴岡市はＰＲ、情報の進め方がもても遅い。情報の発信力がない。広報も月 1回に



なり内容が薄い。読んでないという人もいるので、そのバックアップを。今の子ど

も達はインターネット。ラインやフェイスブック使っている。子どもが使えるもの

が大人が使えない。これから先は、そういうツールも大切だと思う。情報発信を強

くしていかなければならない。 

 

▼空き家 

○空き家の問題については、優良な空き家は再度利用して、よそから移住してきても

らう。 

○一人暮しがこれだけ多いと近い将来、空き家をどうするかということも自治会等と

話し合っていかないと、どうにもならない時代がもう目の前に来ている。 

○年々、空き家のほうが多くなってきているということで、沖縄あたりでは、家を借

りるのも例えば何千円とかで借りられる。人を集める手立てとして格安で貸してし

まい、なおかつ食を提供するといったような方法で、人を集める方法を考えたほう

がいいのかと思う。 

○朝日町では非常に活発に、空き家を埋めるような形で、かなり効果が上がっている

という話を聞いたので、参考にして進めて欲しい。要するにもっと外部から、若い

人はインターネット知るというのが主流。それに応えられるような方法で鶴岡市で

もどんどん発信するべき。ＩターンＵターンの３名の方の話を聞いて、やはり鶴岡

市は情報発信が足りないと思うし、アクセスすればすぐ分かる形に是非して欲しい。 

○廃校の学校の校舎利用で、校舎を壊して宅地にするのではなく、例えば温泉施設に

して泊まれるようにするとか、人を集めるように何か格安で泊まれるように、観光

として利用するのも一つの手なのかなと思う。例えば、学校にして、美味しい料理

がでて、温泉に入れて、先生が起こしに来るような、何か利用価値がある、地域な

らではのものがあれば一度行ってみたいと思うのではないか。 

○年々空き家が多くなってきているということだが、沖縄あたりだと、例えば、空き

家を何千円とかで借りられる。格安で貸して、なおかつ食を提供するといったよう

な、人を集める方法を考える。 

 

 

鶴岡の将来を考えると、人口が減るということは大変なことで、これが一つ大きい課題であっ

た。もう一つは、住みたい鶴岡、住んでよかったという、これはお年寄りから子どもまで、皆が

思えるまちにしていくということで、話し合いを進めていきたいということであった。今後も話し

合いの核にしていく。 
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